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平成 25 年 11 月 11 日 

自動車局技術政策課 

 

第第 1144 回回自自動動車車安安全全シシンンポポジジウウムムのの参参加加者者募募集集ににつついいてて  

  

 

国土交通省では、交通事故の現状を踏まえた車両安全対策について、一般ユーザー

の皆様にご理解頂くとともに、ご意見を伺うために、平成 12 年度より毎年、自動車

安全シンポジウムを開催しているところです。 

本年度の自動車安全シンポジウムは、以下の通り開催することとし、シンポジウム

への参加者(定員 250 名、参加無料)を募集します。 

 

 日時：平成 25 年 12 月 1 日（日） 13：00～15：00 (受付開始 12：00) 

 会場：東京ビッグサイト 

 テーマ：「いのちを守るクルマの今 ～知っておきたい安全技術とその使い方～」 

 

本シンポジウムにおいて、予防安全技術の活用などについて、有識者を招き、最近

の安全技術の紹介、解説を行うとともに、パネルディスカッションを行う予定です。 

 

 

 

 

 

問い合わせ先： 

自動車局技術政策課 猶野、末広 

TEL：03-5253-8111（内線 42252、42255）

03-5253-8591（直通） 

FAX：03-5253-1639 

安全－資料５ 
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第 14 回自動車安全シンポジウム参加申し込みについて 

 

 

《参加申し込み方法》 

申し込みをご希望の方は、一般財団法人日本自動車研究所のホームページ（下記参

照）からお申し込みください。または、別添の申し込み用紙にご記入の上、電子メー

ル又は FAX でお申込みください。申し込みされた皆様へは、FAX または電子メールで

入場番号をご案内させて頂きます。取材を希望される報道関係者も、一般の参加者と

同様に登録をお願い致します。 

 

○申し込み先：一般財団法人日本自動車研究所 

ホームページ：http://www.jari.or.jp/  

電子メール：anzensympo@jari.or.jp 

FAX：029-856-1124 

 

○申し込み期限：11 月 25 日（月）<定員となり次第、締め切らせて頂きます。> 

 

○問い合わせ先：一般財団法人日本自動車研究所 

（電話：029-856-1120、電子メール：anzensympo@jari.or.jp） 

 

※シンポジウムの運営を受託している一般財団法人日本自動車研究所が受付いたし

ます。 

収集された個人の氏名、所属等の個人情報は一般財団法人日本自動車研究所におい

て厳重に管理し、本シンポジウム開催以外の目的に利用されることはありません。 
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第 14 回自動車安全シンポジウムについて 

「いのちを守るクルマの今 ～知っておきたい安全技術とその使い方～」 

 

 

１．開催日時・場所 

 

主催：国土交通省 

日時：平成 25 年 12 月 1 日（日） 13：00～15：00 (受付開始 12：00) 

会場：東京ビッグサイト 

 

 

２．プログラム 

 

13:00 主催者挨拶 

清谷 伸吾 国土交通省 自動車局 次長 

 

13:15 安全技術の紹介（予防安全技術、チャイルドシート） 

高橋 信彦 一般社団法人 日本自動車工業会 安全・環境技術委員会 安全部会長 

濱野 幸造 一般社団法人 日本自動車部品工業会 レストレイント部会 PR-WG 主査 

 

13:35 パネルディスカッション（安全技術を活用した高齢者、子供の安全対策等） 

司会 

室山 哲也 日本放送協会 解説委員室 解説主幹 

パネリスト 

清水 和夫 国際自動車ジャーナリスト 

森山みずほ 自動車ジャーナリスト 

鎌田  実 東京大学大学院 新領域創成科学研究科 人間環境学専攻 教授 

高橋 信彦 一般社団法人 日本自動車工業会 安全・環境技術委員会 安全部会長 

濱野 幸造 一般社団法人 日本自動車部品工業会 レストレイント部会 PR-WG 主査 

柴田 年輝 一般社団法人 日本自動車連盟 交通環境部 事業推進課長 副参事 

久保田秀暢 国土交通省 自動車局 技術政策課 技術企画室長 
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（電子メール又は FAX にてお申し込み頂く場合）             別添 

 

第 14 回自動車安全シンポジウム申し込み用紙 

下記項目すべてご記入の上、11/25（月）までに、登録フォームにてお申し込

みください。 

※参加者多数の場合、自動車関連業界の方にはご遠慮頂く場合がございます。予めご了承願います。 

 
お問い合わせ先事務局（一般財団法人 日本自動車研究所） 

 電話番号：029-856-1120 

 メールアドレス：anzensympo@jari.or.jp 

FAX：029-856-1124 

氏名 （フリガナ） 

 

住所 

□自宅 

□勤務先 

〒 

 

会社名  

 

電話番号 

ＦＡＸ 

TEL. 

FAX. 

電子メール

アドレス 

 

 

 

当日のパネルディスカッションでは、衝突被害軽減ブレーキやチャイルドシートなどについてのディ

スカッションを予定しています。参考にさせていただくため、以下のアンケートにお答えください。

性別  □男性 □女性 

年齢  □19 歳以下  □20 歳代   □30 歳代   □40 歳代 

 □50 歳代   □60 歳代   □70 歳以上 

家族構成 同居のご家族はいますか？ 

 □はい    人  □いいえ 

「はい」の場合（複数回答可） 

 □乳児（３歳未満） □幼児 □小学生 □中学生 □高校生 □大学生 

 □成人（□20 歳代 □30 歳代 □40 歳代 □50 歳代 □60 歳代 □70 歳以上） 

所属  □一般 

 □業務（□自動車関連企業 □自動車関連団体 □官公庁 □教育機関 □その他）

 □マスコミ･メディア 

関心事項 ●歩行者をどう守るか？ 

 □歩行者事故の現状 

 □歩行者を守る自動車の車体（衝撃吸収） 

 □自動車の安全装置の現状と課題（衝突被害軽減ブレーキ、アラウンドビューなど）

 □その他                                 

●自動車乗員をどう守るか？ 

 □自動車乗員の事故の現状 

 □チャイルドシートの現状と課題 

 □高齢者に配慮したシートベルト 

 □適切なシートベルトの使用方法 

 □その他                                 

●その他                                  

その他 ●その他、車両安全対策に関するご意見について、記載して下さい。 

 

 


